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被
災
地
復
興
支
援
と
し
て

「
第
32
回
天
平
の
花
ま
つ
り
」

を
開
催

被
災
地
復
興
支
援
と
し
て
開
催

し
ま
し
た
「
第
32
回
天
平
の
花
ま

つ
り
」
に
お
い
て
、
４
月
20
日
か

ら
30
日
ま
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ

ケ
を
実
施
し
、
参
加
料
の
総
額
が

１
５
７，
５
５
４
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
花
ま
つ
り
会
場
内
に
お

い
て
義
援
金
箱
を
設
置
し
、
１
４

８，
７
６
２
円
の
義
援
金
が
集
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
参
加
料
と
義

援
金
は
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ

て
被
災
地
の
方
々
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
ま
す
。
皆
様
の
心
か
ら
の

ご
支
援
と
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

問
商
工
観
光
課
1
48
‐
２
１
１
２

庁
舎
節
電
の
取
り
組
み
と
家
庭

で
の
節
電
の
お
願
い

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
電

力
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

庁
舎
等
に
お
い
て
は
、
事
務
室

内
な
ど
一
部
照
明
を
消
灯
し
節
電

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、

夏
季
に
お
い
て
も
冷
房
設
定
温
度

を
厳
守
し
節
電
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
他
の
市
有
施
設
に
お
い
て
も

同
様
に
実
施
し
、
通
常
電
力
使
用

量
の
15
％
以
上
の
節
電
に
取
り
組

み
ま
す
。

各
施
設
を
利
用
す
る
市
民
の
皆

様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
ご
家
庭
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
不
要
な
照
明
や
使
用
し
て

い
な
い
電
気
製
品
の
コ
ン
セ
ン
ト

を
抜
く
な
ど
節
電
に
ご
協
力
願
い

ま
す
。

ま
た
、
従
来
よ
り
省
エ
ネ
と
執

務
の
効
率
化
の
た
め
に
６
月
か
ら

９
月
ま
で
の
期
間
、
実
施
し
て
き

た
服
装
の
軽
装
化
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」

に
つ
い
て
、
５
月
か
ら
10
月
ま
で

拡
大
し
ま
す
。
併
せ
て
ご
理
解
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
管
財
課
　
1
40
‐
５
５
５
３

問
総
務
課
　
1
40
‐
５
５
５
１

支
援
物
資
の
ご
提
供
に

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
３
月
22

日
か
ら
31
日
ま
で
の
期
間
、
被
災

地
へ
の
支
援
物
資
の
募
集
を
し
た

と
こ
ろ
、
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
提

供
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
物
資
は
、

マ
ス
ク
や
毛
布
、
大
人
用
紙
オ
ム

ツ
や
生
理
用
品
な
ど
、
段
ボ
ー
ル

70
箱
以
上
に
も
な
り
ま
し
た
。
支

援
物
資
は
東
北
各
県
の
被
災
地
へ

届
け
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
現
在

は
支
援
物
資
の
受
け
入
れ
を
一
時

休
止
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
あ

た
た
か
い
ご
支
援
に
あ
ら
た
め
て

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課
1
52
‐
１
１
１
２

災
害
復
旧
予
算
を
計
上

し
ま
し
た

被
害
を
受
け
た
公
共
施
設
の
安

全
性
の
確
保
と
利
便
性
を
回
復
す
る

た
め
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
を
平
成
23
年
４
月

12
日
付
に
て
専
決
処
分
し
、
早
急
に

対
応
し
ま
し
た
。

▼
補
正
予
算
額
　
１
億
53
万
円

▼
主
な
内
容

・
国
分
寺
中
学
校
体
育
館
改
修

・
石
橋
小
学
校
体
育
館
改
修

・
南
河
内
児
童
館
改
修
　
他

問
財
政
課
　
1
40
‐
５
５
５
２

東
日
本
大
震
災
に
係
る
人
的

支
援
に
つ
い
て

下
野
市
で
は
、
多
大
な
被
害
を

受
け
た
県
内
外
か
ら
の
職
員
派
遣

要
請
に
応
じ
、
５
月
16
日
か
ら
災

害
復
興
の
た
め
の
人
的
支
援
（
派

遣
）
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
石
橋
地
区
消
防
組
合
消

防
本
部
で
は
、
去
る
３
月
12
日
か

ら
５
月
２
日
ま
で
の
間
、「
栃
木
県

緊
急
消
防
援
助
隊
」
の
一
員
と
し

て
、
交
替
で
岩
手
県
や
福
島
県
に

派
遣
さ
れ
、
延
べ
63
名
の
隊
員
が

行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
や
救
急

支
援
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。

問
総
務
課
　
1
40
‐
５
５
５
１

問
生
活
安
全
課
1
40
‐
５
５
５
５

被災地へ派遣された緊急消防救助隊（石橋消防本部）

市
の
災
害
へ
の
取
り
組
み
状
況

東
日
本
大
震
災
義
援
金
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

市
で
は
募
金
箱
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

【
設
置
場
所
】
国
分
寺
庁
舎
・
石
橋

庁
舎
・
南
河
内
庁
舎
・
ゆ
う
ゆ
う

館
・
き
ら
ら
館
・
ふ
れ
あ
い
館
・

石
橋
公
民
館
・
国
分
寺
公
民
館
・

南
河
内
公
民
館
・
南
河
内
東
公
民

館
・
石
橋
図
書
館
・
国
分
寺
図
書

館
・
南
河
内
図
書
館
・
生
涯
学
習

情
報
セ
ン
タ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流

館
・
国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
・
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

義
援
金
は
、
中
央
共
同
募
金
会

よ
り
被
災
都
道
県
に
送
金
さ
れ
、

関
係
機
関
で
構
成
さ
れ
る
義
援
金

配
分
委
員
会
で
配
分
を
決
定
し
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
の
生
活
再
建
の

た
め
に
直
接
届
け
ら
れ
ま
す
。

問
会
計
課
　
1
40
‐
５
５
６
０

義
援
金
の
累
計
額
に

つ
い
て

こ
れ
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

義
援
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ご
協

力
い
た
だ
き
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

義
援
金
累
計
額

９，
５
４
８，
３
９
７
円
（
４
月

28
日
現
在
）

（
栃
木
県
共
同
募
金
会
へ
）

問
会
計
課
　
1
40
‐
５
５
６
０

天平の花まつり
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